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アメリカにおける気象統計の会議＊
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　　はしがき

　アメリカ気象学会主催の気象統計（Statistical　Meteo－

rology）に関する第1回国内会議が1968年5月27日から

3日間，Connecticut州Hartfordで開催された．この

会議のProgram　CommitteeのVice　Chairmanをつ

とめた，Allan，H．Murphyは筆者宛書簡の中で，第

1回の気象統計国際会議が日本で開催される可能性を示

唆し，そのために必要なArrangementについて考慮し

てみてはどうかとのことで，今年のアメリカにおける国

内会議のプ・グラムを送ってきた．日本ではこれまでの

ところ気象学会主催でこうした会議を開く計画はまだ考

えられていない，しかし日本における気象統計という地

味な分野での研究調査はアメリカのJoumal　of　ApPlied

Meteorologyにみられるように数多くはないが，気象

学会の気象統計に関する月例会はささやかではあるが毎

年行なわれてきたし，研究時報をはじめいくつかの雑誌

に種々の形で発表されている．したがって日本で国際会

議を開く素地が全くないわけではないと考えられる．し

かしながらもし日本が主催して世界各国に呼びかけると

なると，どんな形で，どのくらいのSessionを用意した

らよいのか，また日本の気象学会がリーダーシップをと

ってやれるものかどうか，中々困難な面があるのではな

かろうか．口本でもいろいろの国際会議が開かれるよう

になっている現在，A。H．Murphyから送られた書簡に

こたえる意味で，アメリカにおける会議のProceedings

によって主な内容を紹介し，あらためて可能性を検討す

るのも無意味でないと思われるので，以下アメリカでの

模様を記述しておくことにする．

1．アメリカでの気象統計における主要なテーマ

　上記のアメリカにおけ・る第1回気象統計国内会議の主

要テーマは

　　（a）Physical　modelsにおける確率論，統計学の

　　　　　役割
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　　（b）　統計的予測の手法と利用上の諸問題

　　（c）Statistical　Methodology

　の三つである．とくに（c）については四っのSession

において相当つっこんだ具体的討論がおこなわれた模様

である．

　各々について説明する前に，全体的にみた気象統計に

関するアメリカでの傾向をのべておきたい．

　アメリカの第1回国内会議において総括的な役割を果

たした，E．S．Epstein（ミシガソ大学）から筆者宛によせ

られた連絡によると，気象統計の目的は一言でいえば，

気象の予報をも含んだ，社会的利用（Social　utilization）

に役に立っ情報を学問的基盤にたって提供することであ

り，利用効果判定が不可欠である．気象現象が本来物理

的な考察を土台としながら，そこに統計的手法が必要と

される理由は気象現象の複雑な変化の大勢を把握し，実

際的利用を効果的に行なっていく点にあるとのべ，これ

をもって気象統計の位置づけとしている．日本との国情

のちがいがあるので，気象統計の果たす役割について種

々の異った位置づけや評価があり得るとしても，アメリ

カの研究の主方向はEpsteinが指摘している点にあると

考えて間違いないであろう．

　つぎに注目すべき事実は，アメリカで気象統計に関係

している第1線研究者の中に各大学の数学出身の教授，

準教授，講師がかなりいて，数学としての確率論，数理

統計学を専攻した人が，互に情報を交換しながら気象へ

の応用を試みているということであろう．

　日本の大学ではみられない風潮であり，Exchange　of

Infomation　in　Statistical　Meteorologyに各大学の人が

熱心に参加している．E・N・Lorenz，T．A・Gleesonな

どはそうした方面での第一人者とみられよう．ところが

日本では大学における数学や応用数学の専門家で気象統

計に関心をもつている人は皆無といってよいであろう．

　またBulletin　of　Americall　Meteorological　Society

のProfessional　Directoryからよく知られているように

Travelers　Research　Centerをはじめ，多くの民間気象

研究機関があり，そうした方面からも数多くの人が参加

して，アメリカの第1回気象統計国内会議を成功させる
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推進力となっていることも，日本と国情のちがう点であ

ろう．

　アメリカの気象統計のもう一っの特徴をあげると，数

学関係の人の影響もあって，理論的にも相当レベルが高

く，たとえば，J・G・Bryanなどのように，多変量統計

解析論を自由自在につかいこなすのみでなく，すすん

で，理論的貢献も行なっており，卒直にいって，日本の

気象統計が既存手法の応用か，若干の工夫をした利用に

とどまっている（こうした見方に異論がある人もあるか

も知れないが，筆者はこうみている）のに対し，統計学

それ自体の内容を学問的に高める意気込みもみられるの

である．

　日本で国際会議を開催するとしたら，こうした人達

　（あまり数多くはいないとしても）を迎えて，どのよう

に応対したらよいものだろうか．もちろん日本の統計学

者で理論面でも十分討論できる人もかなりいるが，残念

ながら，その人達は気象に深い関心をもっている訳では

ない・ともかく，日本でも統計学自身の最近の発展をよ

く心得て，これを身につけ，気象への応用に十分関心を

もつ人が，もっと多くなることが望ましい．筆者自身，

その不勉強を棚上げして，こんなことをいう資格はない

と思うが，最近のアメリカの論文をよみ，さらにこれら

のうちの代表的なものが発表された，アメリカの第1回

気象統計国内会議の模様をプ・グラムやProceedingsか

ら判断してこのような点を改めて考えさせられた．以下

各テーマについて説明する。

　2．Physical　modelsにおける確率論，統計学の役割

　このSessionでは力学的予報，力学的な方程式系にお

ける確率の役割，回帰式の意味と取扱う現象のScaleの

関係が主としてとりあげられた．T．A．Gleesonは3っ

の物理量の保存則（Momentum，Mass，Energyの保存

則）に加え，Gibbsのensemble的考察による確率の保

存を提唱し，線型化した方程式系でspace－time　descrip－

tionが可能であるとしN・Bohrの補償の原理を適用

し得るとのべた．E・N・Lorenzはphysical　systemに

おけるgrowth　rateの統計的取扱いを論じ，W．H．klein

が力学的でかつ統計的な予報方程式が結局は回帰の形に

なるとしてcomputer　programを開発し，実測と予

報を比較した．こうした考え方で雨の確率予報も試みら

れ，」・A・Russoも回帰モデルの有効な設定にどんな物理

量をくみ入れるかを研究し，U・S・Weather　operation－

al　forecastと比較している．H．R．Glahnは力学的な

subsynoptic　advection　mode1から出発し，モデルによ
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る計算された結果を実測と比較して短時間の気温，降水

量予報を統計的に修正しつっ行なう実際的な方式を提案

している．

　ともかく，このSessionでは物理量を実際にデータか

ら把握し検討する手段として統計的処理，とりわけ回帰

という処理が必要という意味で，何人かの人が取りくん

でし・る．

　5．統計的予測法と利用上の問題

　このSessionにおいて発表された予測手法は共通して

確率予報（probability　forecast）つまりおこり得るいく

つかの結果についてその各々に出現可能性を示す確率を

っけ，（その確率和はもちろん1）その中で，確率の最

大なものを，most　probableな予測推定値とするという

点に主眼がおかれている．E・S・Epsteinは降水量の確率

予報について利用目的に相応した確率の表示法を研究

し，A・H・Murphyは確率予報の評価，検証にっいて論

じ，R　L・WinklerはA・H・Murphyと共同研究を行

ない，主観的確率予報の効果を降水量予報を例にとって

説明し，予報老の技価を検討する三っの方式をのべた．

これはいずれJoumal　of　ApPlied　Meteorologyに発表

される予定である．

　4，StatisticalMet血odologyについて

　この分野がアメリカでもっとも熱心に討論されたもの

らしく，この中でさらに四っのSessionが設けられた．

　第1Sessionでは時系列の母集団である確率過程

（stochastic　process）としてのいくつかのモデルの適用

性がR・G・Miller，1・1・Gringortenらによって研究さ

れ，たとえば単純マルコフ型の設定1モンテカル・的方

法による数値的実験（s量mulation）も行なわれた．

　第2sessionではJ・G・Bryanが判別予報を電子計算

機をもちいて行なう方法と改良すべき諸問題点を指摘

し，最尤方程式をとくためのNewton－Raphsonによる

近似解法は，異常現象の予知に対し，役立ないことを警

告している．

　HR・Glahnは正準相関分析と判別解析を気象の問題

につかう研究を行なっている．F・Lewisは多次元ベク

トル回帰を用いて気象予測を行なうための定式化とフ。・

グラム化をしており，複素変数的扱いをも考えている．

最後にN・Yocowarがカナダのいくつかの観測地点で

の重回帰予測方式のうち代表的ないくつかを報告し，最

高，最低気温，雨の予報を行なつた実例を示した．

　第3Sessionでは電子計算機による気象資料の多変量

解析が主なテーマで，E・N・Lorenzの提唱した経験的
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直交関数による気象諸量の場の表現方式がEB・Muller

らによって応用され，北半球規模でのWesterliesについ

てその月々の変動における統計的諸性質がG・W・Brier

によりとりあげられた．

　第4Sessionでは主力が近代確率論の応用にそそが

れ，L　F．Stuartにより拡散過程の理論が短時問気象現

象の解明に用いられたのをはじめ，極値に関する確率論

的方法の水文気象（降雨一流出）への応用がC・K・Stidd

により試みられ，たとえば変量Xの正規化変換をX・で

行なうときのCの最も妥当なきめ方，確率紙上のPl・tt－

ing方式が検討された．その他気象現象の特殊な同時出

現確率（joint　Probability）のモデルがJ・T・Mccabeら

によつてつくられている．

　っまりStatistical　Methodologyのセッショソでは最

近目ざましい発展をしている多変量統計解析法の気象へ

の適用，確率論的考察，多次元時系列論的解析を電子計

算機を利用して行なうなど，多彩な研究が発表されてい

る．ここにかなり意、欲的な試みがみられるのは，1．での

べたように統計数学の専門家がこのStatistical　Methodo－

10gyに関する集まりに入ってきて気象への積極的な応用

を行なっているためで，注目すべきではなかろうか．

　　むすび
　以上，アメリカにおける第1回気象統計国内会議の大

体の模様を簡単に紹介してみた．もちろん1っ1つの発

表された論文内容は

　　Proceedings　of　the　Flrst　Statistical　Meteorologica

　　　Conference．Hartford，Connecticut1968．

　（May．27～29）．American　Meteorologlcal　Soclety

に掲載されており，筆者の手元に一部あるので関心のあ

る方は御連絡頂きたい。

　日頃，筆者と文献交換をしている何人かの人がこの会

議に参加し，部分的には理解しがたい結論も出されてい

るが，たしかに日本の気象統計とはちがった面が見うけ

られる．たとえば日本でも乱流拡散などの面で，統計的

手法が有効に用いられていることは周知の事実である

が，こうした面はこの会議ではあまり見受けられないよ

うである．ともかく，研究の目的を明確にし，それに適

合した統計的手法を効果的にとり入れてゆくためにも，

研究交流が一層盛んになることが望ましい．その意味

で，アメリカにおける気象統計の特徴的テーマが集約さ

れているこの会議の模様をここに紹介した．

日本気象学会推薦による次期日本学術会議会員立候補者の

選出に関する選挙について

開票の結果は下記のとおりです

　なお，北川信一郎氏は立候補者に推薦されましたが，

本人の意志で辞退されましたので立候補氏名から除きま

した。

　また，日下部正雄氏も立候補に推薦されましたが，本

人の意志で辞退されました。しかし，日下部氏の辞退は

投票用紙発送後でしたので，これを取消す時間的余裕が

なかつたことを申し添えます。

　総投票通数　1208通

（ただし通について名3連記の方法によりましたので，

総投票数は3624票です。）

　当選　神山恵三　598票
　当選　三宅泰雄　435〃
　当選　高橋浩一郎　431〃

山

吉

北

青

今

小

本

武

岡

木

井

倉

日下部

寺

礎

北

白

田

野

川

義

泰

龍

滋

義

正

謙

海

郎

光

雄

彦

治

信一郎

　　西
　　ホ

357〃
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昭和43年7月17日

　日本気象学会選挙管理委員会
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